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1　は　じ　め　に

一般にソラマメの秋播き栽培は，春播き栽培に比べ生育，

収量が優るため，本県においてもその作付面積が増加の傾

向にある。しかし秋播き栽培では越冬中，特に1月から2

月にかけての厳冬期に寒風や低温，更に降霜などにより凍

霜害を受けやすく，その後の生育が阻害されるはか，枯死

したものは欠株となり減収の大きな要因となる。

そこで凍霜害の防止対策として，定植後に防風網の設置

及び白色不織布によるべたがけをし，その防寒効果とソラ

マメの生育について調査したので概要を報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所：宮城県村田町（仙台市の南西約20加）

（2）耕種概要

1）品種：打越一寸

2）播種期：昭和61年10月17日

3）定植期：昭和61年11月2日

4）施肥量（吻／10α）：N－17．4，P－11．6，K－12．4

5）栽植密度：うね間120cm，株聞30m，2778枚／10〃

6）その他：農家慣行どおり

（3）試験区の構成及び処理方法

試験区は表1のとおり3区を設けた。防風網は冬期間の

主風である西風を防ぐため，うね間に南北方向に設置（高

さ1仇，長さ20竹も）し，ネット下には約5cmのすき間を開

けた。利用したネットは140♯（47m×5．77間）である。防

風網の設置期間は，昭和61年12月2日から収穫期までとし

た。また，べたがけには透光率90％の白色不織布（パオパ

オ90）を用い．処理期間は，昭和61年12月2日から3月15

日までとした。

妻1　孟式験区の構成

区

（4）温度測定方法

電子管式自記記録温度計を用い，3区についてうね上30

仰の気温とうね下5cmの地温を測定した。なお，防風網か

ら各区の温度測定地点までの距離は，改善A区が風下（ネ

ット東側）3．6m，改善B区が防風網の影響のない風下15．6

m，慣行区が風上（ネット西側）15．6mである。なお，日

照時間及び積雪深については，試験場所に近接する亘理吼

川崎町のアメダス観測値を用いた。

3　調査結果及び考察

（1）防風網及び白色不織布の防寒効果

図1に資材取付期間中における各区の平均地温半句別経

過を示した。なお，平均気温は防風網を設置した改善A区

でも，他の2区との差がほとんど認められなかったので慣

行区の値のみを示してある。平均地温は3区ともに時期に

より2～7℃の範囲で変動したが．期間を通じて改善A区，

同B区，慣行区の順で高く，平均気温よりも2－3℃高く

推移した。資材設置期間中の日平均地温は，改善A区4．1

℃，改善B区3．9℃，慣行区3．3℃であり，改善A区と改

善B区との温度差は小さかった。
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図1資材取付中の平均地温半句別経過
（昭61．12．1～62．3，15）

図2は資材取付期間中の慣行区に対する改善A．B区の

最高地温偏差を日別に示したものである。図のように温度

差がほとんど認められないときと改善区が7℃以上も高く

なるときがあり．温度差の幅は日によって大きく異なった。

これら温度差の大小の要因には，積雪や日照時間更に気温

などが考えられる。図3には，図2と同期間における亘理，

川崎町の日照時間と積雪深の平均値を示した。これによる

と図2の温度差が小さい期間は，日照時間が少なくかつ績
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図2　慣行区に対する最高地温偏差
（昭61．1．1～2．12）
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図3　資材取付中の日照時間，積雪深
の日別経過（昭62．1．1～2．12）

積雪探：亘理、川崎の平均値
．　　　　　（アノダス）
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図4　積雪の深さと最高地温偏差
偏差：（改善B区）－（慣行区）

雪が多いときであり，温度差が大きい期間は，日照時間が

多く更に積雪が極めて少ないときであった。すなわち，図

4には積雪深と慣行区と改善A，B区の温度差との関係を

示したが，積雪が多い場合には温度差がほとんどないこと

がわかる。また，日照時間が多く，かつ最高気温が高いと

きに改善区地温が高くなる傾向が認められたが，積雪深と

の場合のようには判然としなかった。

なお，最低地温は積雪などの気象条件に関わりなく改善

区が慣行区を上回ったが，その程度は最高地温に比べて小

さく，ここでは省略する。

（2）防風網及び白色不織布処乳こよる生育への影響

表2は資材取付前の生育を示したものである。

表3に示した資材取付中の生育状況をみると，草高及び

節数には大きな区間差が認められなかったが，茎乳乾物

重では改善A，B区が慣行区を大きく上回り，更に改善A

区が同B区よりもやや優った。また，欠株率は慣行区の

14・3％に対し改善A．B区では0％であった。表4の収穫

前の生育状況は，資材取付中よりも更に改善A，B区の生

育が優り，特に株当たりの有効茎数及び開花数の増加が顕

著であった。

表2　防風・防寒資材取付前の生育（昭61．12．2）

区 草 高 （珊 ） 節 軟 く節 ） 茎 数 （本 ）

改 善 A 区 3 ．7 4 ．8 1．2

〝　 B 区 3 ．5 4 ．5 1．0

慣 行 区 3．4 4 ．0 1．0

蓑3　資材取付中の生育（昭62．3．4）

区
草 高 節 数 茎 数 根 長

地 上 部
乾 物 重

地 下 部
乾 物 重

欠 株 率

（cn ） （節 ） （本 ） （C硯） くわ／株 ） （釘／／株 ） （％）

改 善 A 区 5 ．6 6 ．1 6 ．3 2 8 ．5 19 ．0 ＄．5 0

” B 区 5 ．1 5 ．台 5 ．3 3 3 ．0 17 ．0 6 ．0 0

慣 行 区 4 ．9 5 ．1 3 ．7 2 0 ．5 4 ．0 4 ．5 14 ．3

義4　収穫前の生育（昭62．5．29）

区
草 高 節 数

茎　 数 閑 花
数
最 大
英 長

着 実
節 数

欠 株
率有 効 無 効

（印 ） （節 ） （本 ）Ⅰ（本 ） （個 ） （cm ） （節 ） （％）

改 善 A 区 6 9 ．3 16 ．1 6 ．9　 0 ．7 9 5．8 1 3 ．5 7 ．2 0

” B 区 6 7 ．8 16 ．0 6 ．7　 1．0 83 ．4 1 2 ．2 7 ．5 0

慣 行 区 4 7 ．9 13 ．4 3 ．0　 2，8 4 0 ．5 9 ．6 5 ．6 18 ．9

注．有効茎数は，着実の認められた茎の数

このように冬期問の欠株が収量に大きく影響するソラマ

メの秋播き栽培では，防寒対策として白色不織布のべたが

け処理のみでも効果は非常に大きく．欠株防止及び有効茎

数の確保に有効な手段である。

4　む　　す　　ぴ

（1）防風網及び白色不織布の防寒効果は，気温に対しては

防風桁を設置した場合でもほとんど認められなかったが，

うね内の地温には効果がみられ∴最高地温に顕著に現れた。

また．防寒効果は，積雪がなく日照時間が多く．かっ最高

気温が高い場合に認められ，特に槙雪がない気象条件下に

効果が大きかった。

（2）防風網及び白色不織布を設置した結果，凍霜害による

欠株は極めて少なくなり，越冬中の生育は茎数及び乾物垂

が慣行区を上回った。更に収穫期前の生育も有効茎数及び

閑花数が慣行区を大きく上回った。
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